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恒
例
に
な
っ
た

夏
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ

る
さ
と
祭
り
」
が
、

八
月
十
四
日
河
辺

中
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
聞
か
れ
、
村
民

や
里
帰
り
客
な
ど

約
二
千
三
百
人
余

の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

幸
い
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
午
後
四

時
か
ら
聞
か
れ
た

グ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
々
は
、
二
十
四

名
が
予
選
を
行
い
五
名
が
決
戦
に

残
る
方
法
を
と
り
、
プ
ロ
歌
手
の

渚
ゅ
う
子
さ
ん
、
三
田
ゆ
か
り
さ

ん
、
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
谷
口

俊
恵
さ
ん
が
審
査
員
に
な
り
、
南

海
放
送
の
小
林
真
三
さ
ん
が
司
会

で
盛
り
上
げ
、
決
戦
に
残
っ
た
五

名
が
歌
唱
力
を
競
い
合
っ
た
結
果
、

大
洲
市
の
山
本
三
好
さ
ん
が
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

か
歌
謡
シ
ョ

1
0
で
は
、
過
去

レ
コ
ー
ド
大
賞
歌
唱
賞
の
実
力
者
、
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佐川

渚
ゅ
う
子
さ
ん
と
新
人
の
三
回
ゆ

か
り
さ
ん
が
出
演
し
、
観
客
と
の

デ
ュ
エ
ッ
ト
も
ま
じ
え
な
が
ら
プ

ロ
の
貫
録
で
観
客
を
魅
了
。

ま
た
、
か
盆
お
ど
り
大
会
。
は
、

久
し
ぶ
り
に

J

扇
子
お
ど
り
。
の

輪
が
復
活
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

七
月
に
結
成
さ
れ
た
「
一
扇
子
お
ど

り
保
存
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
音
頭
、
太
鼓
を
パ
ッ
ク
に
踊
り

の
披
露
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
後
、

河
辺
音
頭
で
大
き
な
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。

年々レベルが高くなってきたカラオケ大会

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ぷ
化
火
大
会
々

で
飾
り
、
夜
空
に
火
と
音
の
芸
術

が
描
か
れ
山
々
に
こ
だ
ま
し
て
迫

力
満
点
で
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り

す
最
優
秀
費

山
本
三
好
さ
ん
(
大
洲
市
)

「
男
の
履
歴
」

女
準
優
秀
賞

片
山
広
司
さ
ん
(
松
山
市

「
与
作
」

よ

、っ)

S62.10.1~I ， 839(- 43) 

S61.10 1~1 ， 882(- 86) 

S 60.10.1~1 ， 938(-142) 

S 59 .10.1 ~ 1，982 (-186) 

S 58 .10.1 ~2 ， 013 ( .217) 

人のうごき
(昭和63年10月1日現在)

世帯数 584戸
男子 909 人

女子 88 7人

計1， 7 9 6人

す
動
小松
永
勝
良
さ
ん

「川」

福
泉
正
子
さ
ん
(
内
子
町
)

「
冬
か
ら
春
へ
」

東
岡
秀
則
さ
ん
(
松
山
市
)

「
丸
山
花
町
母
の
街
」

j寅

r主主計

E圭

(
松
山
市
)

女

特

~U 

費

石
田
び
ろ
み
さ
ん
(
大
洲
市

「
男
の
一
生
」

さすがプロとうならせた渚ゅう子さんのショー

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ツ

一し

7
の
年
、
時
ま
さ
に
ス

ぉ

pth
問。ホ

l
ツ
の
秋
、
ス
ポ

l

;

会

的
じ
ず
に
親
し
み
、
体
力
の

…
ね
…
向
上
を
は
か
る
こ
と
は

お
同
い
い
こ
と
で
あ
る
。

ん
1
知
当
世
の
人
は
、
昔
の

》
人
に
比
べ
て
筋
力
が
落

ち
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た

し
か
に
我
々
は
、
歩
か
な
い
、
動

か
な
い
、
仕
事
し
な
い
と
き
で
は

筋
力
の
強
く
な
る
よ
し
も
な
い
。

二
O
年
向
こ
う
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
記
録
の
予
測
を
し
て
い
た
記
事

が
あ
っ
た
。
一

0
0メ
ー
ト
ル
で

九
秒
六
八
ま
で
伸
び
る
だ
ろ
う
、

又
、
筋
力
は
一
、
四
倍
か
ら
二
倍

に
ア
ッ
プ
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
し

て
い
た
。
記
録
を
破
る
た
め
あ
ら

ゆ
る
ハ
イ
テ
ク
を
使
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
法
で
き
た
え
る
筋
力
(
運

動
の
基
本
)
は
、
人
間
の
限
界
に

せ
ま
る
こ
と
が
出
来
る
、
だ
ろ
う
が
、

我
々
一
般
人
は
な
か
な
か
そ
う
は

い
か
な
い
。
忙
し
さ
の
中
で
一
日

が
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
て
し
ま

い
、
と
て
も
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
時
間
は
な
い
。
故
に
我
々
の

体
力
は
機
械
文
明
の
中
で
低
下
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
。
何
と
か
し

な
け
れ
ば
と
思
う
の
だ
が
か
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
。
よ
り
グ
食
欲
の
秋
α
が
先
に

来
て
、
腹
の
ま
わ
り
が
豊
か
に
な
る

こ
と
し
き
り
の
昨
今
で
あ
る
。
(
福
)



(2) 

が
行
わ
れ
て
、
指
名
推
せ
ん
の
結

果
、
新
し
く
議
長
に
本
山
清
明
氏
、

副
議
長
に
森
良
樹
氏
が
満
場
一

致
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
向

井
猛
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
村
議
会
の
構
成
〉
敬
称
略

議

長

本

山

清

明

副

議

長

森

良

樹

九
月
定
例
議
会
お
わ
る

昭和63年10月5日

及
び
村
道
路
線
の
認
定
、
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議
案
五
件

と
議
員
提
案
の
決
議
、
意
見
書
が

九
月
の
定
例
村
議
会
が
二
十
日
上
程
審
議
さ
れ
い
も
つ
れ
も
原
案
ど

に
聞
か
れ
二
般
会
計
補
正
予
算
、
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
今
回
の
一
般
質
問
は
、
大
森
・
※
総
務
民
教
委
員
会

計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
田
中
両
議
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

O
委
員
長

o
副
委
員
長

施
設
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
、
し
た
。
ま
た
、
正
副
議
長
の
改
選
@
中
野
光
男

O
大
森
高
知

J
H
1
同
出
口
問
出
口
問
演
出
口
問
出
出
口
問
出
口
問
員
凶
ロ
円
弱
凶
口
問
出
口
円
弱
凶
口
問
混
同
ロ
円
員
以
口
同
出
口
円
弱
凶
ロ
円
弱
凶
ロ
円
弱
凶
ロ
門
員
凶
口
問
回
出
口
内
海
凶
口
問
出
口
円
弱
凶
己
記

-
t
E
〉

了

〉

ト

・

〉

ま

す

。

も

と

よ

り

浅

学

葬

才

で

の

農

業

の

根

幹

が

揺

が

さ

れ

よ

m

〕

就

任

の

ご

あ

い

さ

つ

ご

!

占

主

J
C
、
七
ト
ド
ト
一
-
十
ト
リ
一
J

バノ

-
j
1リ
斗
汁

E
1
し

m

m

京
f
u
こ
J
d
U
2
J

ご
ざ
い
ま
し
て
、
歴
代
議
長
さ
う
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
国

m

.

議

長

本

幻

青

明

ん

の

優

れ

た

手

腕

と

業

績

に

思

内

に

あ

っ

て

は

、

急

速

な

高

齢

四

・

、

議

長

本

山

清

明

ト

ペ

ハ

I
r
-
-
J
-
j
p
E
ペニリ
J

J

J

J

J

J

、
い
l

z

パ
主

J

R

E

時

J

i

-

-

;

l

j

I

い

を

い

た

す

と

き

に

、

果

た

し

化

社

会

を

迎

え

よ

う

と

し

て

お

四

回

♂

て

こ

の

重

責

を

全

う

し

、

村

民

り

、

二

十

一

世

紀

ヘ

向

け

て

の

町

一

i

勝
撃
の
皆
様
方
の
負
託
に
お
応
え
し
、
展
望
が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
ま
回

一

‘

事

現

護

霊

1
盟
運
ご
期
待
に
そ
う
こ
と
が
で
き
る
す
。
こ
の
よ
う
に
内
外
共
に
厳

m

v

蝉

/

一

主

議

争

畿

が
l
一
つ
山
人
危

1
1斗
J
J
V
I

…I
J
い
諸
情
勢
の
中
で
、
私
共
村
山

.

轟

事

い

議

重

り

ま

す

が

、

こ

の

大

任

を

果

た

議

会

は

一

丸

と

な

っ

て

、

村

政

m

-

議

i

す
た
め
、
日
々
研
讃
を
怠
ら
ず
、
発
展
の
た
め
遁
進
い
た
さ
な
け
町

一

住

民

の

福

祉

向

上

に

対

し

て

は

、

れ

ば

な

ら

な

い

と

存

じ

ま

す

。

町

四
こ
の
た
び
、
前
議
長
富
氷
万
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
全
精
力
私
は
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四

一
作
氏
が
議
長
の
職
を
辞
任
さ
れ
、
を
傾
注
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
本
村
発
展
の
た
め
に
議
員
各
位
町

一

後

任

と

し

て

不

肖

私

が

選

任

ま

す

。

は

も

と

よ

り

、

村

民

の

皆

様

の

町

一
い
た
だ
き
、
九
月
二
十
日
付
け
時
あ
た
か
も
、
オ
レ
ン
ジ
等
・
絶
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
間

一
を
も
っ
て
村
議
会
議
長
に
就
任
牛
肉
の
輸
入
自
由
化
が
決
定
願
い
し
、
最
大
の
努
力
を
い
た
回

一
い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
し
、
ま
た
、
我
国
の
王
食
で
あ
す
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
し
四

一
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
感
り
ま
す
米
に
つ
い
て
も
輸
入
自
て
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
町

一

激

に

た

え

な

い

次

第

で

ご

ざ

い

由

化

を

迫

ら

れ

て

お

り

、

我

固

た

し

ま

す

。

四

議
長
に
本
山
氏
〉
選
出

副
議
長
に
森
氏
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佐
伯
範
男

長
岡
吉
男

森

良

樹

田
中
五
月

※
産
業
建
設
委
員
会

@

松

尾

明

O
松
尾
一
男

向

井

猛

富

永

万

作

本
山
清
明

※
河
辺
川
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

。
富
永
万
作

O
佐
伯
範
男

向

井

猛

中

野

光

男

松

尾

一

男

長

岡

吉

男

叩
月
日

E
1
2日
・
行
政
相
談
強

調
週
間

叩
月
お
日
・
県
民
体
育
祭
管
内
大

会
A

m月
幻
日

1
日
月
9
日
・
読
書
週

間

四
月
初
日
・
婦
人
会
親
子
運
動
会

日
月
日
日

i
ロ
日
・
産
業
文
化
祭

日
月
初
日
・
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会

ロ
月
4
日
・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

ロ
月
8
日
・
県
立
図
書
い
よ
じ
号

巡
回

優
良
分
館
職
員
で
受
賞

植
松
分
館
長
富
永
順
一
氏

去
る
八
月
十
八
日
、
長
浜
町
中

央
公
民
館
で
喜
多
郡
公
民
館
研
究

大
会
が
聞
か
れ
、
そ
の
席
上
、
植

松
分
館
長
の
富
永
順
一
氏
(
却
歳
)

が
、
今
年
度
の
優
良
分
館
職
員
と

し
て
金
橋
郡
公
連
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
長
年
の
分
館
活
動
を
通

じ
て
各
役
職
を
歴
任
、
そ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
で
成
果
が
現
わ
れ

て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

今
後
と
も
、
ま
す
/
¥
の
ご
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図
書
寄
贈
の
お
礼

こ
の
た
び
松
山
市
在
住
の
山
ノ

内
教
善
氏
か
ら
、
日
頃
愛
読
さ
れ

て
い
た
本
説
明
記
物
。
な
ど
約
一

0
0冊
を
公
民
館
図
書
と
し
て
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
欲
し
い

と
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
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合
い
励
ま
し
合
う
体
験
的
生
活
を

さ
せ
な
が
ら
、
お

η
い
が
理
解
し

台
い
、
仲
間
恵
識
を
深
め
る
こ
と

を

H
的
と
し
て
い
る
。

同
日
午
後
一
二
時
か
ら
開
企
式
が

行
わ
れ
、
百
(
刊
教
育
長
の
歓
迎
の

言
葉
に
続
い
て
、
河
辺
小
の
富
、
永

光
一
児
童
会
長
が
「
海
の
子
山
の

子
仲
良
く
助
け
合
い
、
一
つ
で
も

多
く
の
こ
と
を
体
験
し
、
交
流
を

深
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
。

川
会
議
、
森
林
浴
、
飯
ご
う
炊

さ
ん
、
展
望
大
浴
場
で
照
れ
を
い

や
し
た
あ
と
、
花
火
友
会
。
続
い

て
火
の
神
を
迎
え
て
の
キ
ャ
ン
プ

ブ
ア
イ
ヤ
l
等
々
、
一
日
目
は
あ
っ

と
い
う
ま
に
終
わ
り
ま

し
た
。一
一
日
目
は
、
子
供
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
渓
流
釣
り
大
会
。
ニ

ジ
マ
ス
、
ア
マ
コ
約
1

0
0
匹
を
放
流
し
た
制

辺
川
に
釣
り
ザ
オ
を

い
っ
せ
い
に
垂
れ
、
次
々

と
釣
り
上
司
リ
た
。

そ
の
あ
と
地
元
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ぉ
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
閤
ん
で
河
辺

の
民
芸
品
(
竹
細
L
、

お
子
玉
、
紙
工
作
)
合

作
り
な
が
ら
、
苦
心
遊

び
ゃ
暮
ら
し
な
ど
の
請

し
も
し
て
い
た
だ
き
実

J、ミわyう為

カヤぶき屋根の山門をパックにたのしい会食

昭和63年10月5日(3) 

流
を
深
め
た
。

最
後
に
、
交
流
・
友
情
の
し
る

し
と
し
て
記
お
植
樹
を
し
た
。

参
加
者
全
員
、
が
、
河
辺
の
自
然

の
中
で
多
く
の
体
験
そ
し
、
交
流
・

友
情
が
深
め
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い

一
一
日
山
で
あ
っ
た
。

河
辺
連
合
小
学
校
の

み
な
さ
ん
へ

ル
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。

一
交
流
会
の
吋
は
、
い
ろ
い
ろ

酌
お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん

…
な
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ン

酌
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
み
な
さ

一
ん
と
の
友
情
の
火
が
赤
々
と
燃

川
え
そ
の
火
の
回
り
で
し
た
ゲ

i

一
ム
も
と
戸
、
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

…
花
火
大
会
は
、
か
わ
っ
た
花
火

山
や
面
白
い
花
火
が
あ
り
ま
し
た
。

…
二
日
自
の
魚
つ
り
大
会
で
は
、

つ
れ
る
人
つ
れ
な
い
人
い
ろ
い

げ
九
あ
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
い
つ

叫
し
よ
う
け
ん
め
い
し
ま
し
た
。

叩
今
年
の
交
流
会
は
と
て
も
来

4

し
か
っ
た
の
で
来
年
も
ぜ
ひ
交

ノ
流
会
が
行
わ
れ
た
ら
い
い
と
患

い
ま
す
。

ど
う
も
お
せ
わ
に
な
り
ま
し

た。

櫛
生
・
出
海
小
学
生
一
同

植
松
分
館
が
青
年
@
壮
年
ww
優
勝

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
リ
ー
グ
戦

菊
地
利
企

2
サ

新
田
義
和

小
丙
寿
司

河

本

治

有
馬
新
太
郎
2
日

山
本
位
占

分
館
対
抗
の
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
七
片
卜
八
日

1
三
十
一
日
に
か
け
、
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

各
分
館
か
ら
青
空
チ

l
ム
(
三

十
九
歳
以
下
)
と
壮
年
チ
!
ム
(
四

寸
歳
以
上
)
の
二
チ

1
ム
を
編
成

し
て
の
リ
ー
グ
戦
で
、
楠
松
分
館

が
青
年
・
壮
年
チ
ー
ム
共
に
活
躍

め
ざ
ま
し
く
好
成
績
で
優
勝
に
聞

き
ま
し
な
。

。
ホ
ー
ム
ラ
ン
貰

植
松
分
館
井
脇
龍
也

介
、
斥
リ
レ
占
有
円
戸
し

J
q
J
I
J
 

浦
野
友
安
2
号

北
川
智
也

!I !I I1 

坂
本
分
館

I! 

北大
平伍円
分分ノ/

館館

I! 
成

績

表

分

宮白

体
山
川

2
勝

l
w

一

乙
勝

1
敗

ヴム勝

I
敗

。
勝

3
敗

勝

敗
。
攻
F

1
敗
一

2
敗
一

3
敗
一

優勝旗を手にする植松分館チーム
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久
し
く
待
望
し
て
お
り
ま
し
た

ふ
る
さ
と
の
宿
を
七
月
二
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
、
七

月
、
八
月
は
都
会
の
お
客
様
で
連

日
満
員
の
嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た
。

こ
の
ふ
る
さ
と
の
宿
は
、
村
民

に
健
全
な
保
健
休
養
の
場
を
提
供

し
、
生
活
福
祉
の
向
上
と
健
康
の

増
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
一
般
行

楽
者
に
供
す
る
施
設
で
す
が
、
た

だ
の
施
設
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

我
が
村
の
村
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
村
民
に
ま
た
、
河
辺
を
ふ
る
さ

と
と
し
て
愛
し
て
い
た
だ
く
方
々

に
誇
り
に
し
て
い
た
だ
け
る
施
設

と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

拝
啓
都
会
の
み
な
さ
ま
、
い
か
が
お

す
ご
し
で
す
か
?

勉
強
、
お
仕
事
、
情
報
、
騒
音

J丈わカ込第 82号

毎
日
大
変
な
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す。こ
の
た
び
わ
た
く
し
た
ち
汐
河

辺
村
。
で
は
そ
ん
な
皆
様
と
の

交
流
を
願
っ
て
。
ふ
る
さ
と
の

宿
。
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

四
方
を
囲
む
美
し
い
山
々
、
清

ら
か
な
川
、
美
味
し
い
空
気
、

森
林
浴
・
・
・

汐
ふ
る
さ
と
の
宿
e

で
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
健
康
で
豊
か
な
人

生
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
ん
な
、
お
便
り
を
都
会
の
皆

様
に
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。

現
代
は
物
や
情
報
が
氾
濫
す
る

一
方
、
人
々
は
総
ス
ト
レ
ス
時
代
、

清
ら
か
な
川
、
美
し
い
山
々
、
澄

み
き
っ
た
空
、
ど
れ
も
都
会
で
は

味
わ
え
な
い
貴
重
な
財
産
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
様
な

貴
重
な
財
産
を
都
会
の
人
々
に
提

供
し
、
逆
に
、
都
会
の
人
々
か
ら

は
新
鮮
な
情
報
を
得
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
民
の
皆
様
と
の
交
流

も
都
会
の
皆
様
と
の
交
流
以
上
に

は
か
っ
て
い
き
、
心
豊
か
な
河
辺

村
を
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
こ
の
か
ふ
る
さ
と
の

宿
。
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

今
後
も
次
々
と
企
画
し
て
い
き
ま

す
の
で
か
皆
さ
ん
が
イ
ベ
ン
ト
の

主
役
。
に
な
っ
て
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村外からも、のど自慢。がかけつけたカラオケ大会

渓流つり大会で大物を狙った参加者

名
月
ふ
る
さ
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
入
場
者
一

O
四
名
の
内
カ
ラ
オ
ケ
出
場
者
二

O
名
そ
れ
戸
¥
が
、
す
ば
ら
し
い

グ
の
ど
。
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

村
内
に
は
、
ま
だ
多
く
の
愛
好
者

が
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
次
回
は
勇

気
を
出
し
て
出
場
し
て
み
ま
せ
ん

カ
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や
か
な
九

月
十
h
H
(
敬
老

の
口
)
、
好
天
に
も

志
ま
れ
て
式
的
〈
止

び
に
、
婦
人
会
に

よ
る
敬
老
会
が
、

村
内
の
回
会
場
で

盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

午
前
十
時
受
付
開

始
、
八
十
歳
以
上

の
庁
け
¥
に
敬
老
年

金
の
支
給
、
十
今

時
よ
り
来
賓
多
数

心
方
々
を
お
迎
え

し
て
の
敬
老
式
典
で
は
、
村
長

の
式
辞
の
後
、
米
寿
何
百
七
名
、
九

十
歳
以
上
九
名
の
方
々
に
記
念
品

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
議
会
議
長
、
村
社
協
会
長
、
村

連
婦
人
会
長
そ
れ
ぞ
れ
の
方
か
ら

ご
祝
辞
が
あ
り
厳
粛
の
内
に
閉
式

い
た
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
婦
人
会
に
よ
る
敬
老
会

が
行
わ
れ
多
彩
な
演
芸
が
続
出
し
、

ご
老
人
の
方
々
の
ご
満
尚
の
様
子

に
改
め
て
、
婦
人
会
一
川
方
々
に
感

謝
し
敬
賑
い
た
し
ま
し
た
。

米
寿
者
、
お
よ
び
九
十
歳
以
上
の

方
は
、
次
の
通
り
で
す
(
敬
称
略
)

式典で謝辞を述べる老人クラブ会長

安
達
ミ
ツ
ル
、
和
気
弥
三
問
、
熊

野
タ
ケ
、
竹
一
元
富
士
信
太
郎
、
穂

見
ユ
キ
エ
、
松
下
ヨ
ミ
エ
、
中
野

義
光
、
計
七
名

新
田
喜
三
郎
(
九

O
)
、
長
岡
フ
ク

ヨ
(
九

O
)
、
稲
森
リ
ン
(
九

O
)
、

麓
保
定
(
九

O
)
、
久
保
亀
若
(
九

一
)
、
富
永
オ
チ
エ
(
九
二
)
、
新
聞

宗
太
郎
(
九
三
)
、
栄
野
カ
子
ヨ
(
九

七
)
、
佐
伯
キ
ク
(
九
九
)
計
九
名
な

お
、
河
辺
村
最
高
齢
者
の
一
位
伯
キ

ク
氏
に
は
、
数
え
年
百
歳
L
Z記
念

し
て
愛
媛
県
と
河
辺
村
か
ろ
記
念

品
が
あ
り
、
村
長
が
住
居
を
訪
問

し
心
か
ら
お
歓
び
申
し
上
げ
る
と

共
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

ふ

f~
。「

ひ
と
り
の
人
聞
の
生
命
は
、

地
球
よ
り
重
い
。
」

行
政
椙
談
員
に

清
水
マ
サ
子
氏
委
嘱

去
る
四
日
月
、
行
政
相
談
員
と
し

て
前
婦
人
会
長
の
清
本
マ
サ
子
氏

(
臼
才
)
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
の
内
容
と
し
て
、
生
活
環

境
の
安
全
、
社
会
福
祉
、
社
会
保

険
、
労
働
、
ト
ぃ
地
問
題
、
道
路
水

路
等
に
つ
い
て
お
な
や
み
の
方
、

お
気
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
定
例

H
は
偶
数
月
の
お
日
に
老

人
一
而
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
い
て
い

ま
す
。

※
rH宅
に
屯
話
で
の
御
相
談
も
結

構
で
す
。
(
二
一
九
一
一
一
六
六
)

j
 

nMu 

n
，ι
 

(
 

は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
、
立
法
そ
の
他
国
政
上
で
、

最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
↑

し
か
し
、
今
な
お
、
同
和
地

区
の
人
た
ち
に
は
、
こ
の
侵
す

こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利

が
慢
さ
れ
基
本
的
人
権
が
十
分

に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
事
実
が

あ
る
こ
と
を
わ
す
れ
で
は
な
り

ま
せ
ん
。

人
権
尊
重
の
立
場
か
ら
、
村

民
の
す
べ
て
の
人
々
が
か
生
ま

れ
て
き
て
よ
か
っ
た
。
と
、
思

え
る
よ
う
な
、
生
き
甲
斐
の
あ

て
い
ま
す

国
畏
年
金
保
険
料

老

後

へ

と

い

え

ば

金
」
が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
日
才
か
ら
受

け
る
グ
老
齢
基
礎
年
金
。
の
ほ
か

に
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
嘩
害
者

と
な
っ
た
時
に
受
け
る
か
障
害
基

礎
年
金
。
ゃ
、
死
亡
し
た
時
に
残

さ
れ
た
遺
族
が
受
け
る
よ
包
旋
基

礎
年
金
U

が
あ
り
ま
「
に

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い

る
こ
と
が
、
デ
)
れ
ら
の
年
合
を
受

け
る
条
件
で
す
。

老
後
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
万
一
の
た
め
に
も
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

学
習
し
実
践
し
て
い
く
の
が

同
和
教
育
で
あ
り
ま
す
。

自
分
の
生
命
を
大
切
に
し
、

自
分
の
幸
せ
を
願
わ
な
い
人
辻

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ

と
同
時
に
他
人
山
生
命
を
軽
く

見
た
り
、
他
人
の
一
小
幸
を
軽
々

に
見
逃
す
こ
と
は
又
許
さ
れ
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)
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Mg月
は
ガ
ン
制
圧
月
間

M

O
が
ん
予
防
の
食
事

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
現
代
、

成
人
病
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

が
ん
・
心
臓
病
・
脳
血
管
障
害

の
ご
一
大
成
人
病
が
枯
死
亡
を
占
め

る
割
合
は
ω
%
を
超
え
、
そ
の
中

で
も
が
ん
が
ト
ッ
ブ
の
座
を
占
め

て
い
ま
す
。

昔
は
、
日
本
人
の
が
ん
と
い
え

ば
、
胃
が
ん
を
さ
す
ほ
ど
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
胃
が
ん
の
子
化
亡
者

は
、
数
の
う
え
で
は
相
変
わ
ら
ず

多
い
と
は
い
え
、
他
の
が
ん
と
の

関
係
を
み
ま
す
と
、
全
体
に
占
め

る
割
合
は
初
年
前
に
比
べ
る
と
約

加
%
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
比
べ
、
最
近
、
急
速
に

増
え
て
き
た
の
が
肺
が
ん
で
、
大

腸
、
持
臓
や
乳
が
ん
が
増
え
っ
一
コ

あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
回
目

が
ん
が
が
ん
合
体
の
死
亡
者
数
を

占
め
る
割
合
は
、
約
3
1
4
%
と

少
な
く
、
明
性
で
は
肺
が
ん
が
却
%

以
上
、
女
性
で
は
乳
が
ん
が
約
却
%

で
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
欧
米
の
先
進
諸
国

に
共
通
し
た
傾
向
で
す
。

日
本
人
の
が
ん
は
次
第
に
欧
米

Jえわカ込第 82

の
パ
タ
ー
ン
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
欧
米
化
さ
れ

た
食
生
活
が
こ
の
傾
山
を
招
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

が
ん
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て

が
ん
を
つ
く
る
食
べ
も
の
、
食
習

慣
、
逆
に
が
ん
を
防
ぐ
食
べ
も
の
、

食
習
慣
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
胃
が
ん
は
熱
い
お
茶
漬
け

や
焦
げ
た
焼
き
も
の
、
く
ん
せ
い
、

塩
辛
い
漬
け
も
の
、
夜
食
、
早
食

ぃ
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら

タ
バ
コ
を
吸
う
と
い
っ
た
胃
に
負

担
が
か
か
る
生

活
を
長
い
年
月

に
わ
た
っ
て
続

け
る
と
発
生
し

や
す
く
な
り
ま

す。
胃
、
が
ん
を
さ

け
る
に
は
よ
く

か
ん
で
ゆ
っ
く

り
食
事
を
し
、

野
菜
ゃ
く
だ
も

の
、
牛
乳
な
ど
を

し
っ
か
り
と
る

よ
う
に
し
ま
す
。

大
腸
が
ん
は

高
脂
肪
、
低
繊

維
食
と
い
っ
た

食
事
を
続
け
る

と
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

高
脂
肪
に
な
ら

抑制因子

食道ガン禄黄色野菜
くだもの

肺ガン緑黄色野英
ビタミン A

カロチン

事Lガン穀類
ビアミ /A

危険因子

物み飲熱lvE
染

一
乱
汚

コ

養

気

ん

栄

大

九

ア

低

煙

L

ン

喫

粉

ガ

ン
道

ガ

食

肺

栗
の
葉
の
落
ち
て
隣
家
が
近
く
な
り

物
干
す
人
の
会
釈
と
ど
き
ぬ

久
保
ミ
ヤ
子

惑
う
な
く
こ
の
過
疎
地
に
生
き
な
れ
て

草
を
刈
り
つ
つ
山
に
親
し
む

関
井
恵
美
子

花
さ
け
ば
と
げ
を
に
く
み
し
サ
ボ
テ
ン
も

大
西

ツ
てf

V 

~ø骨<o>":>C><a>骨骨i

心
な
ご
み
て
石
が
き
に
さ
す

本
田
ミ
ネ
ヨ

な
つ
か
し
き
友
の
ぬ
く
も
り
有
難
く

ま
ぶ
た
う
る
み
て
老
い
を
生
き
ぬ
く
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な
い
よ
う
に
極
端
な
間
食
は
避
け
、
穀
物
、
一
旦
鎖
、
野
菜
類
を
多
く
し

た
食
生
日
に
し
ま
す
。

O
が
ん
予
防
の
た
め
の
十
二
ケ
条

1
、
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
栄
養
を
と
る
。

2
、
同
じ
食
品
を
繰
り
返
し
て
食

べ
な
い

3
、
食
べ
す
ぎ
を
避
け
て
脂
肪
は

控
え
め
に

4
、
深
酒
を
し
な
い

5
、
た
ば
こ
は
少
な
く
す
る

6
、
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン

A
・
c-E

と
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と
る

7
、
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、

熱
い
も
心
は
さ
ま
し
て
か
ら

8
、
焦
げ
た
部
分
は
避
け
る

9
、
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

す
る

目
、
過
度
に
日
光
に
当
た
ら
な
い

口
、
適
度
に
運
動
す
る

口
、
体
を
清
潔
に

晋制円
買犬

訓
札
舎

豆
牛
ゴ

頬
菜
一

穀

野

チ

ンヵ路大

寧Lガン高脂肪
高カロリー

胃ガン
多量置の穀類摂取
高塩食品
黙い盆べ物・喫煙
命類 i塩.j需製l
l干物 / 

食習慣 i不規則司早食い1
l遅い夜食 / 

大腸ガン

高脂肪低繊維食

低血清コレステロール
低血，膏レチ/-Jレ

「
白
日
。

5
0
1

戸
至
臼

a
9
a
m

大
お
誕
生
お
め
で
と
う

日

の

平

冨

永

天

真

父

重

則

川

上

五

頭

武

広

刀

秀

吉

宮
谷
松
田
英
明
万
一
純
一

中

大

成

篠

原

愛

刀

正

一

神

納

佐

伯

鮎

刀

武

文

川

上

塚

野

静

香

川

H

靖

二
久
保
稲
田
良
デ

η

秀
一

台
末
な
が
く
お
幸
せ
に

(
井
脇
龍
也
ハ
肱
川
町
/
〉

一
渡
辺
敏
恵
ハ
守
薮
〉

す
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

相

松

松

本

ア

ジ

子

町

歳

上
川
崎
石
井
ヨ
、
ン
子
ね
歳

日

の

平

船

田

末

光

朗

歳

神

納

松

岡

イ

サ

ミ

悩

歳

用

の

山

竹

本

ス

ズ

ミ

河

歳

横

山

新

田

竹

穂

η
歳

植

松

知

日

葉

昌

人

四

歳

長

崎

佐

伯

キ

ミ

エ

日

歳
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展示・催物コーナーなど
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